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）

★
は
が
き
に
答
え

例
Ⓐ
Ⓑ
Ⓒ
Ⓓ
Ⓔ

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、

〒
3
6
2
―
8
5
1
7

伊
奈
町
大
字
小
室
9
4
9
3

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
紙
へ
の
ご
意
見

や
ご
感
想
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
、
あ
わ
せ
て
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

☆
締
切
り

8
月
31
日
（
当

日
消
印
ま
で
有
効
）

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

10
名
の
方
に
粗
品（
し
お
り
）

を
差
し
上
げ
ま
す
。

☆
正
解
と
当
選
者
の
発
表
は

次
号
の
議
会
だ
よ
り
に
掲
載

し
ま
す
。

前
回
の
答
え
は
、

「
パ
ス
ポ
ー
ト
」
で
し
た
。

〈
当
選
者
〉

山
中
一
輝
（
小
室
）、田
口
詩

織
（
内
宿
台
）、
市
川
朝
美

（
小
室
）、岩
野
美
代
子
（
本

町
）、
永
瀬
京
子
（
小
室
）、

猪
瀬
み
い
子
（
小
室
）、内
村

雅
子
（
小
室
）、稲
橋
さ
つ
き

（
寿
）、
八
木
下
進
（
栄
）、

浜
野
銀
子
（
西
小
針
）

―
敬
称
略
―

応
募
総
数
35
人
（
全
員
正

解
）
の
う
ち
、
抽
選
で
10
人

の
方
に
粗
品
（
し
お
り
）
を

お
送
り
し
ま
す
。

◇
若
者
に
と
っ
て
分
か
り
や

す
く
、
興
味
の
も
て
る
レ
イ

ア
ウ
ト
な
の
で
、
議
会
だ
よ

り
を
通
し
て
、
町
議
会
の
活

動
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
。

（
20
代
女
性
）

◇
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で
い

る
と
、
今
町
の
ど
の
よ
う
な

事
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の

か
よ
く
理
解
で
き
て
、
ほ
ん

と
う
に
参
考
に
な
り
ま
す
。

（
60
代
女
性
）

◇
毎
回
楽
し
み
に
見
て
い
ま

す
。
議
会
の
様
子
が
良
く
わ

か
っ
て
内
容
が
い
い
で
す
。

ち
ょ
っ
と
表
紙
の
桜
の
写
真

を
カ
ラ
ー
に
す
る
と
春
ら
し

く
て
も
っ
と
い
い
と
思
い
ま

す
。

（
60
代
女
性
）

◇
議
会
報
告
会
の
会
場
が
、

3
ヶ
所
で
同
時
に
行
わ
れ
る

と
の
こ
と
参
加
さ
せ
て
頂
く

予
定
で
す
。
24
日
は
伊
奈
中

央
駅
乗
車
、
羽
貫
下
車
が
一

番
近
い
会
場
で
す
の
で
、
第

三
会
場
へ
伺
い
ま
す
。
駅
舎

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業
が
、

羽
貫
駅
で
始
ま
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
伊
奈
中
央
駅
の
60

段
の
階
段
は
、
老
人
に
は
荷

物
の
あ
る
時
は
負
担
で
す
。

老
い
も
若
き
も
住
み
良
い
町

づ
く
り
、
こ
れ
か
ら
も
心
掛

け
て
頂
く
よ
う
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。（
80
代
男
性
）

◇
毎
回
議
会
だ
よ
り
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
編
集
委

員
の
方
々
の
ご
苦
労
も
多
い

こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
町
の
発
展
の
為
ご

尽
力
下
さ
い
ま
せ
。
町
の
施

設
め
ぐ
り
の
機
会
が
あ
る
と

あ
り
が
た
い
の
で
す
が
〜
。

井
の
中
の
蛙
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
近
所
の
方
も
同

じ
様
で
す
の
で
。（

60
代
女
性
）

〈
お
詫
び
〉

紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
投
稿

記
事
を
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

第
１
６
４
号

平
成
２６
年
８
月
１
日
発
行

編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

〒
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６
２‐

８
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１
７
埼
玉
県
北
足
立
郡
伊
奈
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大
字
小
室
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３
番
地
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６
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読
者
の
声

E

5

8 C

2 B

A

1

3

4 D

6

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
第

17
弾
で
す
。

タ
テ
の
ヒ
ン
ト

1
、
大
正
の
詩
人
・
童
謡
作
家

姓
は
北
原
、
名
は

2
、
○
○
○
○
は
い
か
ん

5
、
○
○
○
が
一
番
く
つ
ろ
げ

る
。
峠
の
○
○
○

ヨ
コ
の
ヒ
ン
ト

1
、
桜
の
次
は
、
○
○
○
○
○

（
一
青
窈
の
名
曲
）

3
、
武
田
鉄
矢
が
唄
う
贈
る
言

葉
、
○
○
な
ず
む
街
に

4
、
○
○
○
○
な
ら
手
を
叩
こ

う

6
、
相
模
湾
の
有
名
な
海
水
浴

場

○
○
○
は
ま

8
、
花
火
大
会
を
○
○
○
船
で

み
よ
う

問
題
Ⓐ
、
Ⓑ
、
Ⓒ
、
Ⓓ
、
Ⓔ

に
は
い
る
文
字
は
？

答
え
の
ヒ
ン
ト

丸
山
駅
の
近
く
で
す

応
募
方
法
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夏
本
番
、
暑
く
な
り
ま

し
た
。
木
陰
の
涼
し
さ
を

も
と
め
、
記
念
公
園
に
出

か
け
ま
し
た
。
水
辺
の
広

場
で
は
、
暑
さ
か
ら
解
放

さ
れ
、
元
気
に
遊
ん
で
い

た
子
ど
も
た
ち
。
そ
の
元

気
な
パ
ワ
ー
は
暑
さ
も
吹

き
飛
ば
す
ほ
ど
…
。

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
て

い
る
私
も
元
気
の
シ
ャ
ワ

ー
を
た
く
さ
ん
あ
び
て
き

ま
し
た
。

■
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長

齋
藤

照
夫

副
委
員
長

奥
田
と
み
子

委
員

上
野

尚
德

委
員

中
原

敦
子

委
員

上
野

克
也

委
員

加
藤

利
明

委
員

水
上

邦
雄

委
員

山
本

重
幸

世
界
中
を
魅
了
す
る
4
年

に
1
度
の
祭
典
、
サ
ッ
カ
ー

Ｗ
杯
。フ
ァ
ン
な
ら
ず
と
も
、

そ
の
ゲ
ー
ム
に
技
術
に
又
選

手
の
人
間
性
に
、
た
く
さ
ん

の
感
動
が
も
た
ら
さ
れ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
編
集
後
記
を
書
い
て

い
る
今
日
、
日
本
は
初
戦
を

落
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

日
本
中
が
落
胆
し
た
こ
と
か

と
思
い
ま
す
。
そ
の
敗
れ
た

会
場
で
、
日
本
人
サ
ポ
ー
タ

ー
が
掃
除
を
し
て
帰
っ
た
事

が
世
界
中
で
話
題
に
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
日
本
人
の

美
学
を
倫
理
観
を
、
世
界
に

発
信
し
て
く
れ
た
事
は
、
大

変
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。

我
々
議
員
は
、
町
民
の
代

表
と
し
て
、
皆
様
に
信
頼
さ

れ
倫
理
的
義
務
を
自
覚
し
て
、

町
政
の
発
展
に
つ
く
さ
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
政

治
倫
理
の
確
立
の
た
め
、
議

会
で
取
り
組
ん
で
い
る
の
が

政
治
倫
理
条
例
で
す
。
こ
の

「
議
会
だ
よ
り
」
に
素
案
が

掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
御

一
読
い
た
だ
き
、
ご
意
見
を

賜
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
上
野
尚
德
）


